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Ⅰ ｡ 緒言

近年 ､ 夫婦 の み世帯 の増加や女性 の 有職率の増加に伴 い ､ 介護の 担い 手は子や嫁 から高齢

の 配偶者 - 移行 して い る｡ 高齢の 介護者は ､ 介護者 自身も健康問題を抱えて い るこ とが 多く ､

また ､ 夫婦 の み世帯 で は ､ 家庭内の 人的資源 が配偶者に限られるた め ､ 在宅介護の 中断に つ

なが りやす い ｡ 夫婦の み世帯の 高齢者が希望す る限り在宅で の 生活 を継続す るため には ､ 介

護者の健康維持や介護負担 の軽減が重要な課題と い える｡

配偶者間の 介護に つ い て ､ 欧米 で は介護者の性差に 関す る報告が多くみ られるが ､ 本邦 で

は
､
こ れまで介護者 の 殆どを女性 が占め て いた た め

､
男性介護者を対象に含む研究は少 ない ｡

しか し
､ 夫婦 の み世帯の増加 に伴 い ､ 夫が妻を介護するケ ー ス は急増して い る｡ 高齢の 夫婦

で は妻 が家事役割を担う こ とが多く ､ 夫が妻の 病気 などをき っ かけに家事お よび介護を行 う

際に は ､ 妻が夫を介護す る場合とは異なる特有の 問題が生じると考えられ るため
､ 夫介護者

の ニ ー ズ を把握 し､ 適切な支援を提供する必要が ある｡

そ こ で本研究は ､ 都市部 に居住する高齢の夫婦の み世帯にお ける介護状況 ､ とくに妻介護

者と比較 した夫介護者の 特徴と ､ 介護負担感の 関連要因の性差を明らか にする こ と ､
さらに

､

夫介護者の介護の 遂行 に伴う困難や生活上の 問題点に焦点をあて ､ 夫婦 のみ世帯 の高齢者が

在宅 で の 生活 を継続 して いくた め の支援策に つ い て示唆を得る こ と を目的と した｡

Ⅱ . 方法

1 . 対象お よび方法

対象は ､ 東京都 A 区に居住す る夫婦の み世帯 で介護保険の 要介護度 1 - 5 の認定を受 けて

い る高齢者 を介護 して い る 6 0 歳以上の 配偶者 2 2 4 名で ある｡ 調査は 2 0 0 4 年 2 - 3 月 に訪問



面接法に より実施 した (研究 Ⅰ) ｡ さらに ､
2 2 4 名 の うち夫介護者 8 1 名 を対象に

､
2 0 0 4 年 8

- 9 月 に再度訪問面接調査を実施 した (研究 Ⅱ) 0

2 . 調査内容

対象者の基本属性 は ､ 性 ､ 年齢､ 別居子 の 有無 ､ 住居 の種類､ 年収 と した ｡

被介護者の 身体的状態 の測定に は ､ 要介護度､ 拡大 A D L 尺度､ 認知症 の診断お よび 問題

行動 の有無を用い た ｡ 介護者の 心 身の 状態 の測定には
､
老研式活動能力指標 ､ 主観的健康度 ､

抑う つ ( G D S) ､ 介護負担感 (Z B I) を用 い た ｡ 介護状況に つ い て は ､ 買物 ､ 食事 の支度､
金銭

管理 ､ 外出の 払 D L 4 項目､ 入浴 ､ 排壮 ､ 食事 の A D L 3 項目の 主な遂行者の 続柄 をたずねたo

夫介護者を対象と した再度の 面接調査で は
､ 食事 の支度の遂行者､ 食事の支度に関する困り

事 の有無とそ の 内容等に つ い て たずねた ｡

3 . 分析手順

分析対象者を､ 夫が妻 を介護 して い る群 ( 以下 ､ 夫介護者群とす る) と妻が夫を介護して

い る群 ( 以下､ 妻介護者群とする) に分類 し､ 各変数の 比較を行 っ た｡ 次 い で ､ 群 ごとに ｢介

護負担感｣ を従属変数 と した重回帰分析 を実施 した o 結果の解析 には S P S S 1 2 . OJ f o r W i n d o w s

を使用 した o 2 群の 差の検定に は ､ 連続変量に つ い ては t 検定ま た は M a 皿 - Wh it n ey 検定 ､ 離

散変量に つ い て は x
2

検定また は Fis h e r の直接確率法を用 い た o 有意水準は 5 % と した ｡

Ⅲ . 結果

1 . 対象者の 概要お よび心身の 状況 ( 研究Ⅰ)

対象者 の うち､ 夫介護者群 は 8 1 名 ( 3 6 .2 % ) ､ 妻介護者群は 1 4 3 名 ( 6 3 .8 % ) で あ っ た ｡ 介

護者の 平均年齢は ､ 妻介護者群 (7 3 .5 ±5 .
6 歳) と比 べ て夫介護者群 (7 7 .5 ± 7 . 1 歳) が有意に

高く ､ 被介護者 の 平均年齢は ､ 妻介護者群 (7 8 .3 ±6 .9 歳) と比 べ て 夫介護者群 (7 6 .2 ±5 .8

歳) が有意に低か っ た ｡ 被介護者 の要介護度､ 拡大 A D L 尺度得点 ､ 認知症の 診断の有無､

介護者の 活動能力 ､
主観的健康度に つ い て は ､ 両群 で有意差は なか っ た ｡ 介護者の介護負担

感 尺度 の 合計得点は ､ 夫介護者群と 比較 して妻介護者群が有意に高か っ た ｡

2 . 被介護者 の I A D L ･ A D L とその 遂行状況 ( 研究Ⅰ)

被介護者の I A D L の うち､
｢ 食事 の支度｣ のみに性差が みられ ､ 妻介護者群 と比較 して夫介

護者群 で は ､ 被介護者が食事 の支度をでき る割合､ 被介護者が食事 の 支度をして い る割合が

有意 に高か っ た｡ 介護者に よ る I A D L の 遂行状況 をみると ､ 妻介護者群に比 べ て夫介護者群

で は ｢ 買物｣ ､ ｢食事の 支度｣ の遂行率が有意に低か っ た｡
一 方､ 被介護者の A D L に は両群

で有意差は なか っ たが ､ 妻介護者群 と比較 して夫介護者群で は ､ 介護者が主に ｢排壮｣ 介助

をして い る割合が有意に低か っ た ｡



3 ･ 介護負担感 の 関連要因 (研究Ⅰ)

両群 に共通 して介護負担感との 間に有意な関連を示 した変数は ､ 認知症 の診断の 有無と主

観的健康度で あり ､ 被介護者が認知症 の診断をされ て い る ほ ど
､ 介護者 の主観的健康度が低

い ほ ど
､ 介護負担感が 高か っ た｡ 介護負担感 の 関連要因 で性差がみ られた の は ､ 被介護者の

A D L
､
I A D L 得点で あり

,
妻介護者群では ､ 夫 の A D L 得点が低 い ほ ど､ 夫介護者群で は

､
妻

の 払 D L 得点が低 い ほ ど
､ 介護負担感 が高か っ た｡ また

､ 介護者に よ る 仏 D L ･ A D L の各項

目の 遂行 の 有無と介護負担感得点と の 関連 をみ ると ､ 両群ともに ｢金銭管理｣ ､ ｢ 排壮｣ ､ ｢食

事｣ を遂行 して い る介護者は介護負担感 が高く ､ 夫介護者群 の み ｢食事 の支度｣ を遂行 して

い る介護者は介護負担感が高か っ た ｡

4 ･ 夫介護者の 食事 の支度に関す る困り事の有無とその 内容 (研究 Ⅱ)

再度 の 面接調査 で 回答が得られた夫介護者 3 8 名 の うち､ 妻の 基本的な A D L は 自立 して い

るが ､ 食事 の 支度が できない と い うケ ー

ス に食事の支度に関する困り事が生 じて い た ｡ 夫が

食事を作 るこ とができ ないケ ー

ス で は
､
全て の食事を調理済みの 食品で 済ませて お り､ 適切

な食品や摂取量がわ か らない た めに
､ 妻 の 体重増加な どの 問題を抱えて い た o また ､ 夫が食

事 を作る こ とが できる場合 で も
､
｢毎 日献立 の こ と ばか り考えて い る｣ ､ ｢ 味付けが わか らない｣

など食事の 支度に困難 を感 じて い た
.

一

方 ､ 妻が基本的な A D L に介助 を要す るケ
ー

ス では
､

夫介護者が
-

定程度以上 の調理技術を有して い る者も多く ､ 食事 の支度に 関する困り事は挙

げられ なか っ た ｡

Ⅳ . 考察

1 . 妻介護者 と比較した夫介護者の特徴

夫介護者群と妻介護者群 で は ､ 被介護者お よび介護者の 身体状況 にお ける性差は ほと んど

み られ なか っ た ｡ 介護負担感に つ い ては ､ 先行研究 と同様に妻介護者は夫介護者よりも介護

負担感が 高い と いう結果が得られた ｡ その 理 由と して
､ 先行研究で は妻介護者が より重症な

者を介護し ､ 家事や介護の提供量が多い こ とに よ る影響が挙 げられて い る｡ 本研究 で は ､ 被

介護者 お よび介護者 の身体状況にお ける性差は ほ と ん どみ られなか っ た が
､
妻介護者にお い

て は性役割規範の影響や ､ 配偶者を介護する こ とに よ る心 理的側面 - の負の影響があるた め

と考えられ る ｡ また ､ 高齢の 夫介護者は ､ 介護負担感が高まると在宅介護を中断す るた め､

介護負担感 の 低 い者が在宅介護を継続 して い るとい うこ とも考えられる｡

2 . 被介護者の I A D L お よび A D L と介護者に よる介護遂行状況

夫介護者群 では妻介護者群 と比較 して ､ 介護者 に よる ｢ 買物｣ と ｢ 食事の 支度｣ の 遂行率

が有意 に低か っ た ｡ こ れは ､ 性別役割分業に より高齢世代 の男性は家事経験が少ない こ とが

影響 して い ると考えられる｡ 経験の少 ない高齢 の夫が食事 の支度を遂行す るの は難 しい ため ､



妻の 健康状態が低下 しても
､
可能な限りは妻が遂行せ ざるを得 ない ｡ 妻が食事 の支度をでき

なく なっ た 時点 で の夫介護者の 家事能力や意識 ､ 別居 子 の支援状況な どに よ り､ 夫が遂行す

るか
､ 親族や介護サ ー ビ ス などの支援を受けるか と い う選択を して い ると考えられ る｡

3 . 介護負担感 の 関連要因

介護負担感 の 関連要 因に性差がみられた の は ､ 被介護者の A D L ､ I A D L 得点で あ っ た. 秦

事経験が少ない 高齢男性に と っ て 家事 を効率 よく遂行す るこ とは難 しく ､ 家事行為 の なか で

も食事 の 支度は毎日必要で あり時間もかか るた め
､ 負担が大きい こ とが推察され る｡ 食事の

支度の 困難 は
､ 夫婦の 栄養状態の 悪化や身体機能 の低下 ､

さらには在宅介護の 中断に関わ る

可能性も考えられ るo その た め ､ 夫介護者 - の 支援を検討す る際には ､ 食事 の支度等 の I A D L

の 遂行状況 に着目する必要が あるだろう｡

4 . 食事の支度に 関す る困り事 の有無 と 内容

妻の 基本的 A D L が低下 して い るケ ー

ス で食事 の支度に 関す る困り事が挙げられ なか っ た

理由と して は
､ 妻 から夫 - 家事役割を移行す る際に生 じる困難 を回避で きた もの が在宅介護

を継続 して い た こ とが考えられ る｡
一

方 ､ 妻 の基本的な A D L は自立 して い るが
､ 食事の支

度が できない ケ ー ス におい て は ､ 夫介護者が食事 を作る こ とが でき ない 場合､ 適切 な食事 を

摂取す るた め の支援が不 可欠で ある こ とが 示唆された ｡ 夫介護者が食事 を作 る こ とは でき る

場合 でも ､ 調理 に不慣れなた め に困難が 生 じて い た こ と から､ 配食サ
ー ビ ス や - ル パ ー

に よ

る環行 の サ
ー ビ ス だけで はなく

､ 調理方法の 指導を行うなど介護者 が家事を円滑に進 め るた

め の新たな支援が必要で あろう｡

Ⅴ . 結論

本研究 の結果か ら､ 高齢の 夫婦 のみ世帯にお ける夫介護者に つ い ては ､ 妻 の I A D L
､
なか

でも ｢ 食事の 支度｣ の遂行 に関す るア セ ス メ ン トが 必要で あり ､ 妻が食事 の 支度をできなく

な っ た 時点で ､ 夫が家事 を効率 よく遂行す るた め の新た な支援策を検討す る必要が ある こと

が 明らか にな っ た ｡ 本研究は ､ 都市部 の
一

地域に限られた調査で あり ､ 結果 の 一 般化 には慎

重を要す る｡ しか しなが ら､ 今後 ､ 夫婦の み世帯が増加 して いくなか で ､ 夫が妻 を介護する

ケ
ー

ス に着目 し､ 食事に 関す る問題 点を明らかに した本研究 の結果 は
一

定 の意義を有す ると

考える｡ 夫介護者に対する支援を早期に行うこ と に より ､ 高齢夫婦が無 理なく在宅生活 を継

続す る こ とができ ､ 在宅介護の中断 を減らす こ とが できる可能性もある｡ 本研究の 結果 は ､

夫婦 の み世帯 の高齢者が在宅で介護を継続して いく ため の 支援策を検討す る際の
一

助 となり

うると考える｡




